
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。

今年も総会は、コロナ禍の

ため、書面会議で対応しましたが、書面会議は、全ての

正会員のみなさまの意志表示が求められるため、お手間

を取らせてしまいましたが、おかげ様で全ての議案が可

決されました。ありがとうございました。10年の区切り

を経て支えていただいている全てのみなさんへの感謝を、改めて感じながら、さ

らなる前進と、笠岡の元気のためにがんばる決意です！

今回の書面会議結果を６月中に岡山県に報告いたします。

返信ハガキに、沢山の激励の言葉をいただき、感謝しています。

すでに２回の実行委員会を終え、

20を超える踊連とダンスチーム

などが準備万端。実行委員長は、

観光協会の枝木恭平会長。



６月26日、笠岡市民会館で開催され

た、笠岡チェロアンサンブルフェス

ティバルは、市制70周年を祝福し、

全国から100人のチェリストが笠岡

に集結。地元・中村康乃理さん（父

母が元気会員）の指揮の下、大ホー

ルを埋め尽くした観客の拍手が鳴り

止まずでした。

毎月第三土曜日の夕方５時からの元気

会こども食堂。

６月は流し

ソーメン。

こどもさん

達の笑い声と

楽しそうな顔

に元気づけら

れました。

コロナ禍で長い間中止したが、

７月２日（土）から

開始です。

ご家族連れで、

ぜひ、商店街へ。

登録利用者が55人となり、プレハブ

作業室に加えて、

理事長部屋もつい

に作業ルームに。

物置場所の新設と、

ご近所に駐車場も

借りるなど、毎日

うれしい苦労をし

ています。

６月18日、イン

ドのデリーで開

催されたレース。

日本チームの一

員として優勝で

す。

富岡の森田さん作の流し

ソーメン用竹です。先般

使用して、とっても良か

ったです。イベントされ

る時などにどうぞ。


